
来
年
度
か
ら
の
第
９
期
鎌
倉

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
介
護
認
定
者
及
び

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳

以
上
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
」

原
因
の
三
番
目
に
「
視
覚
・
聴
覚

障
害
」
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

難
聴
が
進

む
と
、
社
会

的
参
加
が
少

な
く
な
り
、

認
知
症
の
リ

ス
ク
も
高
ま

る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

早
め
の
補
聴
器
使
用
が
大
切
で
す
。

相
模
原
市
は
補
聴
器
補
助
事
業

を
行
い
、
「
補
聴
器
を
使
う
こ
と

で
「
外
出
機
会
が
増
え
た
」
等
の

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
鎌
倉
市
で

も
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
策
定
に
伴
う
市
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
交
通
・
移
動

手
段
」
を
求
め
る
回
答
が
一
番
多

く
、
158
名
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い
よ
う
、

交
通
費
補
助
を
充
実
し
て
ほ
し
い
」

「
神
社
・
寺
な
ど
自
然
豊
か
な
地

域
等
訪
ね
た
い
が
、
交
通
費
が
高

く
、
せ
め
て
バ
ス
代
が
無
料
に
な

る
と
よ
い
」
な
ど
切
実
な
声
で
す
。

こ
う
し
た
市
民
の
思
い
を
一
般

質
問
で
取
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、

決
算
特
別
委
員
会
で
も
市
長
に
前

向
き
な
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の
外
出

支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
現

在
の
「
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
者
等
支
援
事
業
」
を
踏
ま
え
、

継
続
的
な
補
助
制
度
等
に
拡
充
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
内
容
が
決
算
審
査
結
果
を

示
し
た
「
委
員
長
報
告
」
に
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
市
議
会
の
意
思

と
し
て
市
長
に
示
さ
れ
た
わ
け
で
、

前
向
き
な
検
討
を
行
う
べ
き
で
す
。

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
で
も
、

市
民
生
活
の
維
持
向
上
の
た
め
、

生
活
環
境
の
安
全
か
つ
快
適
さ
を

市
民
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
具
体

策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
市
の

公
共
施
設
を
40
年
か

け
て
縮
小
・
統
廃
合

等
の
手
法
で
乗
り
切

ろ
う
と
い
う
「
公
共

施
設
再
編
計
画
」
。

策
定
か
ら
8
年
が

経
ち
、
計
画
見
直
し

の
考
え
方
に
つ
い
て

高
野
議
員
が
一
般
質

問
し
ま
し
た
。
特
に
、

施
設
を
整
備
す
る
段

階
だ
け
で
な
く
、
廃

止
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
こ
そ
、
市
民
と

協
議
し
合
意
形
成
の

ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
と
強
調
し
ま
し
た
。

具
体
的
の
問
題
の

一
つ
が
深
沢
地
域
で

整
備
予
定
の
総
合
体

育
館
・
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
す
。
同
整
備

に
伴
い
、
鎌
倉
体
育

館
・
大
船
体
育
館
・

坂
ノ
下
の
海
浜
公
園

水
泳
プ
ー
ル
を
廃
止

し
て
集
約
・
複
合
化

す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

市
民
生
活
へ
の
影

響
が
大
き
く
、
廃
止

対
象
と
な
る
地
域
と

の
合
意
が
不
可
欠
で

す
。
来
年
以
降
、
施

設
利
用
者
へ
十
分
な

説
明
を
行
う
こ
と
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
が

中
心
と
な
り
、
他
会

派
や
無
所
属
と
共
同

し
て
議
員
提
案
し
た

「
紙
の
健
康
保
険
証

廃
止
に
つ
い
て
停
止

し
、
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
が
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
に
は
「
こ

の
間
、
保
険
証
の
基

盤
を
な
す
デ
ー
タ
の

正
確
性
や
信
頼
性
に

問
題
が
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
国
民
不

信
は
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

今
回
、
患
者
や
医

療
・
介
護
現
場
、
自

治
体
現
場
が
抱
え
る

問
題
や
懸
念
か
ら
も

紙
の
健
康
保
険
証
廃

止
に
つ
い
て
停
止
し
、

見
直
し
を
求
め
た
も

の
で
す
。

９
月
議
会
に
は
３

団
体
か
ら
紙
の
健
康

保
険
証
の
存
続
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
が
出

さ
れ
、
教
育
福
祉
常

任
委
員
会
で
継
続
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

声
を
あ
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

一
般
質
問
で
吉
岡
議
員
は
、
玉

縄
地
域
に
お
住
ま
い
の
お
母
さ
ん

か
ら
「
来
年
１
月
に
育
休
が
明
け
、

復
帰
し
た
い
が
、
保
育
園
に
入
れ

な
い
。
今
の
ま
ま
で
は
退
職
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
の
訴
え
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
保
育

を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
保
育
が

必
要
な
児
童
の
保
育
を
行
う
こ
と

は
、
市
の
責
務
で
す
。

就
学
前
の
児
童
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
女
性
の
就
業
率
は
上

昇
し
て
い
ま
す
。
社
会
情
勢
か
ら

保
育
所
入
所
申
込
み
者
数
が
増
え

て
い
く
と
国
も
市
も
想
定
し
て
い

ま
す
。

「
待
機
児
童
数
」
28
人
だ
が
、

実
際
は
「
保
留
児
童
数
」
229
人
も

し
か
し
、
市
に
は
認
可
保
育
園

等
を
増
設
す
る
計
画
が
あ
り
ま
せ

ん
。
吉
岡
議
員
は
、
廃
園
し
た
幼

稚
園
の
借
り
上
げ
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
補
助
の
新
設
な
ど
を
提
案
。

市
長
は
「
待
機
児
童
の
解
消
は

非
常
に
重
要
な
課
題
。
施
設
整
備

や
保
育
士
確
保
策
な
ど
、
様
々
な

手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
保
育
に
係
る
ニ
ー
ズ
を

み
き
わ
め
な
が
ら
実
効
性
の
あ
る

効
果
的
な
制
度
の
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
早
期
の
実
施
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
。
」
と
待
機
児
対
策

に
前
向
き
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
事
業
者

へ
の
支
援
を
含
め
、
次
の
点
に
つ

い
て
も
求
め
ま
し
た
。

〇
一
時
保
育
の
需
要
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
保
護
者
負
担
の
軽
減

と
保
育
園
双
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
支
援
を
強
め
る
こ
と
。

〇
鎌
倉
市
が
公
立
保
育
園
で
独
自

に
設
定
し
て
い
る
職
員
配
置
基
準

を
民
間
園
に
も
適
用
す
る
方
向
で

支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

認
可
保
育
園
の
増
設
な
ど
支
援
を

鎌倉体育館

提案者の吉岡議員



毎年10月の最低賃金の改定で今年の

最低賃が1112円になり、それに伴って

鎌倉市の会計年度任用職員の時給が上

がりました。

年収が増えると扶養控除の対象とな

らない場合もあり、そのため昨年は勤

務時間を減らすという職員もでました。

結果人手不足となり新規募集でますま

す非正規を増やすことになります。

正規職員の女性の数は男性職員数の

半分であるのに対し、非正規はその反

対で女性が男性の2倍。圧倒的に女性の

非正規職員が多くなっています。専門

職を非正規で採用しており、女性の資

格者が多いため、おのずと女性の非正

規職員が増えていきました。

非正規の多い窓口業務も市民に寄り

添った対応が必要で、経験が蓄積でき

る正規職員をしっかり採用すべきです。

市民ニュース ２０２３年１０、１１月号

昨年12月議会で一般質問した（仮称）おくやみコーナー

の設置について、12月から１階スペースで行われること

になりました。他自治体への設置を報じた新聞報道を受

け、市民の方々から市に設置要望もあったと伺いました。

今後も一つひとつ取り組んでいきます。

〇質問（高野）…家族や親族が亡くなった後にご遺族が

行う行政手続きの負担は、医療・介護・国保・年金・税・

市民窓口など生活の全分野に及び大変です。いま県内で

は、ご遺族に寄りそった案内窓口を設置する自治体が増

えています。「おくやみコーナー」など、手続きの負担

を軽くするための案内窓口を設置したらどうか。

〇共生共創部長…「くらしと福祉の相談窓口」での対応

が可能かどうかを含め、検討したい。

その後、市として設置場所を検討のうえ、12月から

（中途からの可能性あり）の実施に至ったものです。

保護者が持ち帰る保育園の使用済み紙おむつは、鎌倉

の公立園では、２年前から園で処理を行っていますが、

民間園でも同様の対応ができるよう、施設整備及び処理

費に対する補助を行うよう要望が寄せられていました。

◆対象は、認可保育園、認定こども園、地域型保育事業

の34施設。

会派の名称
共
産
党

３
人

自
民
党

４
人

公
明
党

３
人

夢
み
ら
い

４
人

銀
河２

人

ネ
ッ
ト

２
人

無
所
属

８
人

× ○ ○ ○ ○ × ×

× ○ ○ ○ ○ × ⑤

○ × × × ○ ○ ⑦

※銀河＝銀河鎌倉 自民党＝自民党・無所属の会 ネット＝神奈川ネットワーク運動

※議長（夢みらい）は採決に加わりません。

（植木剪定材は除く）

コロナ禍での売上減と物価上昇、10月からの

インボイス制度など経営が厳しい中、事業所

が出すごみの手数料が10㎏あたり250円を、来

年10月から400円に値上げされました。これは

県内でも最高額で、ますます事業継続が厳し

くなります。

高齢者などの福祉関係事業所の使用済み紙お

むつも例外ではありません。新たにごみの福

祉減免制度を設けるべきではないでしょうか。

10月に最低賃が改定されました。神奈川県は1112円になり、

市の会計年度任用職員の時給も上がりました。しかし一方で…。

正規 1,339人
非正規1,015人

1,305人
1,061人

44.８％非正規率43.1％

（抜粋）

「現預金の増加は事業計画の自由度を高めるという

観点からは理にかなうものの、基金・現預金を増や

すこと自体が目的化して市民生活の維持向上のため

の投資が滞ったのでは本末転倒と言わざるを得ない」

鎌倉市の貯金の適正規模は40億円です。しか

しいま、過去最高額に達し約82億円。財政力指
数も県内トップクラス。監査委員の意見はもっ

ともではないでしょうか。


